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  被
害
額 

13
億
３
６
０
０
万
円

　

３
月
11
日
に
発
生
し
た
、
東
北

地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
る
、
町

内
の
被
害
の
全
容
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。

　

大
津
波
に
よ
る
被
害
を
受
け
た

沿
岸
部
を
中
心
に
、
公
共
施
設
、

漁
港
な
ど
の
損
壊
を
は
じ
め
、
被

害
総
額
は
約
13
億
３
６
０
０
万
円
。

　

漁
船
は
登
録
船
２
６
０
隻
の
う

ち
、
約
半
数
の
１
２
４
隻
が
流
失
、

損
壊
な
ど
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
被
災
し
た
住
居
、
浜
小
屋

な
ど
は
92
で
、
う
ち
約
８
割
が
全

壊
で
し
た
。

ご
み
処
理
な
ど
が
長
期
化

　

が
れ
き
な
ど
、
集
め
ら
れ
た
災

害
ご
み
は
約
６
６
０
㌧
。
４
月
中

旬
か
ら
八
戸
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

な
ど
に
搬
出
し
て
い
ま
す
が
、
処

理
終
了
ま
で
は
数
カ
月
を
要
す
る

見
通
し
で
す
。

　

ま
た
、
津
波
に
よ
り
、
大
蛇
地

区
の
漁
業
集
落
排
水
処
理
施
設
は
、

冠
水
し
機
能
不
全
に
。
現
在
、
３

カ
所
の
マ
ン
ホ
ー
ル
か
ら
１
日
約

１
５
０
立
方
㍍
を
バ
キ
ュ
ー
ム
車

で
茨
島
浄
化
セ
ン
タ
ー
に
往
復
搬

送
し
て
お
り
、
施
設
復
旧
ま
で
作

業
が
続
く
見
込
み
で
す
。

災害ごみ処理のようす（大蛇漁港）

［被害概要］4月20日現在・階上町災害対策本部まとめ
� （被害額は概算）

公共施設

大蛇集会所、漁業集落排水
処理施設、東部海産物加工
施設、簡易加工センター、
大蛇駐車場、公衆トイレ、
防災無線柱、体育館

3億4,900万円

漁港 小舟渡、大蛇、追越、榊 4億5,800万円

漁業関連
施設

荷さばき所、冷蔵庫（1棟）、
氷貯蔵（1棟）、地上A重油
タンク、漁具倉庫、巻上機、
種苗施設

8,600万円

漁船 大蛇、追越、榊、小舟渡
（全124隻） 1億���200万円

漁具、漁
場、水産
物など

水産資源（ウニ・アワビ・
わかめなど）、漁具（網・
縄・たこ篭・ロープなど）、
定置網

2億6,200万円

商工業 店舗全半壊（10戸）、床上
浸水、機材・商品・車など 7,900万円

合計　13億3,600万円

　

病
院
な
ど
の
窓
口
で
負
担
す
る

国
民
健
康
保
険
の
一
部
負
担
金
を

免
除
し
ま
す
。
国
保
被
保
険
者
の

人
は
、
早
め
の
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
対
象

①
住
家
の
全
半
壊
、
全
半
焼
ま
た

は
こ
れ
に
準
ず
る
被
災
を
し
た
人

②
主
た
る
生
計
維
持
者
が
死
亡
ま

た
は
重
篤
な
傷
病
を
負
っ
た
人

③
主
た
る
生
計
維
持
者
の
行
方
が

不
明
で
あ
る
人

④
主
た
る
生
計
維
持
者
が
業
務
を

廃
止
、
ま
た
休
止
し
た
人

⑤
主
た
る
生
計
維
持
者
が
失
職
し
、

現
在
収
入
が
な
い
人

⑥
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
る

警
戒
区
域
の
対
象
に
な
っ
て
い
る

人■
免
除
期
間

　

震
災
の
あ
っ
た
日
か
ら
５
月
31

日
ま
で
の
診
療
等
に
係
る
分

■
必
要
な
も
の

　

①
り
災
証
明
書
②
す
で
に
一
部

負
担
金
等
を
支
払
っ
た
人
は
、
領

収
書
と
世
帯
主
名
義
の
口
座
が
わ

か
る
も
の
③
は
ん
こ
（
認
め
印
）

【
申
請
・
問
い
合
わ
せ
】

保
健
福
祉
課
健
康
増
進
グ
ル
ー
プ

�

☎
（
８
８
）
２
２
１
９

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、

一
部
負
担
金
お
よ
び
保
険
料
の
減

免
等
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
対
象　

お
お
む
ね
国
保
一
部
負

担
金
免
除
の
対
象
と
同
じ
。

■
申
請
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
請
・
問
い
合
わ
せ
】

保
健
福
祉
課
健
康
増
進
グ
ル
ー
プ

�

☎
（
８
８
）
２
２
１
９

　

損
害
の
程
度
に
応
じ
て
固
定
資

産
税
（
家
屋
・
償
却
資
産
）
の
減

免
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

■
減
免
対
象
・
減
免
割
合

［
家
屋
］

①
全
壊
、
流
失
、
埋
没
な
ど
に
よ

り
家
屋
の
原
形
を
と
ど
め
な
い
と

き
、
ま
た
は
復
旧
不
能
の
と
き

（
10
割
以
内
の
減
免
）

免除

国
保
一
部
負
担
金
を
免

除

減免

後
期
高
齢
者
医
療
一
部

負
担
金･

保
険
料
を
減
免

減免

固
定
資
産
税
を
減
免

被
災
さ
れ
た
方
へ
の
支
援

3.11  東日本大震災

→

→



3 広報はしかみ　2011・5

力
を
合
わ
せ
て

　

町
内
で
最
も
被
害
の
大
き
か
っ

た
大
蛇
地
区
で
は
、
３
月
20
日
、

住
民
に
よ
る
一
斉
ご
み
拾
い
を
実

施
。
地
区
住
民
の
ほ
か
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
小
中
学
生
な
ど
約
１
５

０
人
が
参
加
し
、
重
機
で
は
片
付

け
ら
れ
な
い
場
所
な
ど
を
中
心
に

ご
み
を
集
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
４
月
17
日
の
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
で
は
、
同
地
区
住
民
約
１

２
０
人
が
、
線
路
付
近
ま
で
流
さ

れ
た
が
れ
き
な
ど
の
片
づ
け
に
汗

を
流
し
ま
し
た
。

　

中
田
兼
雄
区
長
は
、「
多
く
の

人
の
協
力
で
、
大
分
片
付
け
る
こ

と
が
で
き
た
。
復
興
へ
の
第
一
歩

と
し
た
い
」。
参
加
し
た
馬
場
節

子
さ
ん
は
「
一
瞬
に
し
て
大
好
き

な
海
岸
沿
い
の
景
色
が
変
わ
っ
て

し
ま
っ
た
が
、
１
日
も
早
く
元
の

海
に
戻
っ
て
ほ
し
い
」
と
復
興
を

願
っ
て
い
ま
し
た
。

　

同
様
に
津
波
の
被
害
を
受
け
た

追
越
、
荒
谷
、
小
舟
渡
地
区
で
も

漁
業
部
会
員
ら
が
中
心
と
な
っ
て

漁
港
や
海
岸
の
清
掃
を
実
施
。
復

興
に
向
け
て
一
人
ひ
と
り
が
力
を

合
わ
せ
て
い
ま
す
。

あ
た
た
か
い
支
援
の
輪

　

地
震
発
生
以
降
、
避
難
所
に
は

最
大
で
１
３
５
人
が
避
難
。
不
安

な
日
々
が
続
く
中
、
地
区
の
自
主

防
災
会
や
婦
人
会
、
日
赤
奉
仕
団

な
ど
が
交
代
で
炊
き
出
し
を
実
施

し
、
温
か
い
食
事
を
提
供
し
ま
し

た
。
ま
た
、
町
内
業
者
な
ど
の
協

力
に
よ
り
、
発
電
機
の
設
置
や
銭

湯
の
開
放
な
ど
、
各
方
面
で
被
災

者
を
支
援
し
ま
し
た
。
支
援
物
資

も
、
町
内
外
・
県
外
な
ど
、
約
50

の
個
人
・
団
体
か
ら
、
食
品
・
燃

料
・
生
活
用
品
・
衣
類
な
ど
が
届

け
ら
れ
、
支
援
の
輪
が
広
が
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
現
在
町
に
は
、
多
く
の

方
々
か
ら
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
今
後
は
災
害
復
興
支
援

の
た
め
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

復
興
へ
の
一
歩
一
人
の
力
は
小
さ
く
て
も
、
ま
と
ま
れ
ば
大
き
な

力
に
―
思
い
は
ひ
と
つ
、
が
ん
ば
ろ
う
階
上
！

（上）大蛇地区一斉ごみ拾いのようす
（下）港内にたまった漁具等を引き上げる部

会員ら

②
主
要
構
造
部
分
が
著
し
く
損
傷

し
、
大
修
理
を
必
要
と
す
る
場
合

で
、
当
該
家
屋
の
価
格
の
６
割
以

上
の
価
値
を
減
じ
た
と
き
（
８
割

以
内
の
減
免
）

③
屋
根
、
内
壁
、
外
壁
、
建
具
な

ど
に
損
傷
を
受
け
、
居
住
ま
た
は

使
用
の
目
的
を
著
し
く
損
じ
た
場

合
で
、
当
該
家
屋
の
価
格
の
４
割

以
上
６
割
未
満
の
価
値
を
減
じ
た

と
き
（
６
割
以
内
の
減
免
）

④
下
壁
、
畳
等
に
損
傷
を
受
け
、

居
住
ま
た
は
使
用
の
目
的
を
損
じ
、

修
理
ま
た
は
取
り
替
え
を
必
要
と

す
る
場
合
で
、
当
該
家
屋
の
価
格

の
２
割
以
上
４
割
未
満
の
価
値
を

減
じ
た
と
き
（
４
割
以
内
の
減
免
）

［
償
却
資
産
］

　

被
害
の
程
度
に
よ
り
減
免
し
ま

す
。

■
必
要
な
も
の

①
減
免
申
請
書
（
税
務
グ
ル
ー
プ

に
あ
り
ま
す
）
②
り
災
証
明
書
③

納
税
通
知
書
④
は
ん
こ
（
認
め
印
）

■
申
請
期
限　

５
月
24
日
（
火
）

※
浸
水
被
害
が
大
き
い
と
思
わ
れ

る
人
に
は
個
別
に
申
請
書
を
送
付

し
て
い
ま
す
。

【
申
請
・
問
い
合
わ
せ
】

　

町
民
課
税
務
グ
ル
ー
プ

�

☎
（
８
８
）
２
１
２
９

　

青
森
県
経
営
安
定
化
サ
ポ
ー
ト

資
金
に
「
災
害
復
旧
枠
」（
直
接

被
害
）
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
利
用
条
件

　

①
県
内
に
事
業
所
を
有
す
る
中

小
企
業
者
②
東
北
地
方
太
平
洋
沖

地
震
（
地
震
に
よ
る
津
波
お
よ
び

火
災
を
含
む
）
に
よ
り
事
業
用
資

産
に
被
害
を
受
け
、
経
営
の
安
定

に
支
障
を
生
じ
て
い
る
。
③
市
町

村
長
の
り
災
証
明
等
の
交
付
を
受

け
て
い
る
。
④ 

①
～
③
の
い
ず

れ
に
も
該
当
し
、
商
工
会
議
所
会

頭
ま
た
は
商
工
会
会
長
の
推
薦
を

受
け
て
い
る
。

■
審
査　

融
資
を
受
け
る
に
は
取

り
扱
い
金
融
機
関
と
信
用
保
証
協

会
の
審
査
が
必
要
で
す
。

■
そ
の
他　

町
で
は
県
と
協
調
し

て
、
保
証
料
補
助
お
よ
び
利
子
補

給
を
実
施
し
ま
す
。（
利
子
補
給

に
つ
い
て
は
、
主
要
な
事
業
資
産

が
全
・
半
壊
ま
た
は
流
出
し
た
と

認
め
ら
れ
る
場
合
に
限
り
ま
す
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　

階
上
町
商
工
会

�

☎
（
８
８
）
２
０
４
５

産
業
振
興
課
産
業
振
興
グ
ル
ー
プ

�

☎
（
８
８
）
２
１
１
６

金融

被
災
事
業
者
へ
の
金
融

支
援

義援金等の状況
※4月20日現在

【災害義援金】

　955万3,435円
（82件/団体・個人）

【寄付】2,165万円
(9件/団体・個人）

たくさんの善意ありがと
うございます

がんばろう 階上
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復興を願い　大蛇小学校でフノリ採り

決意を新たに　消防団春の訓練

復興を願い　チャリティコンサート

山での安全を祈願� 山開き安全祈願祭

　4月19日、大蛇小学校（岡田稔校長）は、恒例のフ
ノリ採りを大蛇海岸で行いました。震災のため、実施
について検討されていましたが、被災地から元気を発
信しようと、予定通り行われました。
　冬に逆戻りしたかのような気温の低い１日でしたが、
児童らは、約45分間、岩に張り付いたたくさんのフ
ノリを一生懸命採り、昨年を上回る224㌔を収穫。例年、
収益は図書購入費などに充てていますが、今年は災害
義援金として町
に寄付すること
にしています。
6年生の上野裕
輔君は「フノリ
を採ることで少
しでも被災した
人たちの力にな
れて良かったで
す」と笑顔で話
していました。

　4月3日、階上町消防団（内城慶富団長）は、役場
裏駐車場で春の訓練を行いました。
　団員約80人が参加。開会に先立ち、東日本大震災
での犠牲者に対し黙とうを行いました。続けて内城団
長が「地震の際、町内では避難が比較的スムーズに行
われ、人的被害がなかったことは、団員の普段の活動
の成果でもある。今後より一層防災啓発に努めてくだ
さい」と訓示しました。
　また、新たに入団した団員2人に辞令を交付。団員
らは無線通信訓練などを行い、消防団員としての自覚
を新たにしていました。

　はしかみ軽音楽倶楽部（上重一男代表）は、4月16日、
石鉢ふれあい交流館で、「東日本大震災被災地復興支
援チャリティライブ」を開催しました。
　同倶楽部は、偶数月の第3土曜日に定期的にライブ
を開催しており、今回は、元気のある者でできること
から、音楽で地元を元気にしたいと、特別にチャリティ
コンサートとしました。
　町内在住者や勤務している人たちのグループ5団体
が出演。大勢の来場者が足を運び、演奏に耳を傾けま
した。また、この日集まった募金は、後日義援金とし
て町に寄付しました。

　４月18日、臥牛山まつり実行委員会（浜谷豊美実
行委員長）は、森の交流館で階上岳山開き安全祈願祭
を行いました。
　関係者ら約30人が参加。代表者が玉串を捧げた後、
テープカットを行いました。
　浜谷町長は「お互いにマナーやルールを守り入山し
てほしい。今年は国際森林年でもあり、自然に対する
正しい理解を深めながらみんなで階上岳を守っていき
ましょう」とあいさつしました。
　階上岳の入山者は年々増加傾向にあり、昨年度は約
6万人。好天に恵まれたこの日も早速登山者が入山し、
本格的な行楽シーズンの始まりとなりました。

寒空の中、フノリを一生懸命採る児童

訓示をする内城団長

オカリナ、ロックなど多彩な演奏が披露された

テープカットをする関係者
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6 月 5 日 ㈰
青森県知事選挙の投票日です

【投票】午前７時～午後８時
　　　　町内12カ所の投票所

【開票】ハートフルプラザ・はしかみ
　　　 午後９時～（予定）

　平成3年6月6日以前に生まれた人で、平成23年
2月18日以前から階上町に住民登録をして選挙人
名簿に載っている人。

　有権者には、1枚のはがきに2人分の名前が印刷
されて郵送されます。1人分ずつ切り離して投票
所へお持ちください。
　入場券が届かない場合や紛失した場合でも、選
挙人名簿に登録されていれば投票できますので、
当日係員にお申し出ください。

　記号式。投票しようとする候補者氏名の上欄に
○印のスタンプを押します。
※期日前投票および不在者投票は自書式です。

　町内から23年2月19日以降に青森県内の他市町
村に転出した人は「引き続き青森県内に住所を有
する証明書」を持参すれば階上町で投票できます。

※青森県外へ住所を移した人は投票できません。

　投票できる人

　投票所入場券

　投票方法

　転出した人

投票日当日に、仕事や病気、旅行などで
投票所へ行くことが出来ない人は
期日前投票または不在者投票を！

期　間
5月20日（金）～ 6月4日（土）

　入場券を持参し、当日投票できない事由等を
記入した宣誓書を提出するだけで投票できます。
［時間］午前8時30分～午後8時
［場所］役場１階�期日前投票所（町民課隣）
� ※土、日でも投票できます。

―投票用紙の請求はお早めに―
■他の市町村で不在者投票をする人
　出稼ぎなどで、他の市町村に滞在している人は、
滞在地の選挙管理委員会で不在者投票ができます。
お早めに町選挙管理委員会へ投票用紙の請求を
してください。
■指定病院等で不在者投票をする人
　指定されている病院などに入院している人は、
病院を通じて投票用紙の請求をしてください。
■郵便による不在者投票（在宅投票）
　定められた理由に該当する身体障がい者などで、
郵便投票証明書をお持ちの人は、在宅投票がで
きます。請求は投票日の4日前（6月1日）まで。
※不在者投票のできる時間などは、滞在地の選挙管理
委員会にお問い合わせください。

� 【問】階上町選挙管理委員会　☎88-2112

期日前投票

不在者投票

平成22年度 階上町行政文書・個人情報開示の実施状況をお知らせします
　情報公開制度は、行政文書を公開することによって、開かれた町政を推進することを目的としています。
■22年度（22年4月1日～ 23年3月31日）実施状況
　・行政文書開示請求の件数および開示決定等　0件
　・個人情報開示請求の件数および開示決定等　0件
　・開示等に対する異議申立ての件数　　　　　0件
　・その他の請求、申出（訂正等の請求、是正の申出、苦情の申出、任意公開）�0件
� 【問】総務課�総務グループ　☎88-2112

大切な一票
棄権せずに投票しましょう
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子ども手当の支給について
4月～ 9月までの6カ月間、引き続き月

額13,000円が支給されます。

■支給対象となる子ども

　0歳から中学校卒業まで（0歳から15

歳になった年度末まで）

■支給月

　６月（平成23年2月分～ 5月分）

　10月（平成23年6月分～ 9月分）

［注意］

　今年度は、6月の現況届の提出は不

要です。ただし、10月に届出・申請な

どが必要となることがあります。

� 【問】保健福祉課�福祉グループ

� ☎88-2641

母子家庭などの自立を支援します
［就業支援講習会］

訪問介護員養成
研修２級課程講

 習会（定員20人）

パソコン講習会
（定員20人）

調理師試験準備
講習会

（定員4人）

期間 9月中旬～ 12月の
土・日

7月～ 10月まで週
3回 7月初旬

場所 八戸市総合福祉会
館　他

アレック情報ビジ
ネス学院 未定

募集 8/1 ～ 15 6/6 ～ 17 6/6 ～ 17

［相談事業］
法律相談（要予約） 第3火曜日／ 13:00 ～ 15:00　 

就業相談・母子相談 月曜日～金曜日／ 8:30 ～ 17:15

 ※電話による相談も可能です。☎017-774-3780

詳しくはお問い合わせください
� 【問】保健福祉課�福祉グループ　　☎88-2641　��　
� 青森県母子寡婦福祉連合会　☎017-735-4152

楽しいがいっぱい！ 活動内容がさらに充実！

就園していないお子さんが対象です。気軽に参加して、親子で楽しみませんか。

＜６月スケジュール＞
地域子育て支援センター「おひさまるーむ」 子育てサークル「にこにこクラブ」

期 日 活 動 内 容
6/1

（水）
リトミック
　作って遊ぼう：歯ブラシ・コップ

6/2
（木）

＜子育て講座＞
「親子バス遠足」限定20組の親子

　・料金　1家庭300円
　・弁当、敷物、おやつ、飲み物持参

※要予約 ☎88-3621（5/23締切）

6/8
（水）

シャボン玉を飛ばそう
　作って遊ぼう：時計

6/15
（水）

紙コップであそぼう
　作って遊ぼう：糸でんわ

6/22
（水）

パパといっしょにあそびましょう
　作って遊ぼう：ネクタイ

6/29
（水）

人形劇「長ぐつをはいた猫」
　場所　道仏体育館

※要予約 ☎88-3621（6/22締切）

［場　所］石鉢保育園　［時間］10:00～12:00
［利用料］子ども１人につき100円

＊保育園隣接駐車場をご利用ください　

期 日 活 動 内 容

6/17
（金）

わいわい子育て広場「ミニミニ運動会」

（保健福祉課、支援センター共催）

［時　間］10:00 ～ 12:00

［場　所］石鉢ふれあい交流館

■けがなどは自己責任です。注意して楽しい活動にし
ましょう。

■天候、諸事情により、活動内容が変更になる場合が
あります。

【問い合わせ】
 保健福祉課 健康増進グループ� ☎88-2219
 石鉢保育園（地域子育て支援センター）�☎88-3621※5月の日程は広報4月号に掲載しています。
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大
き
な
つ
め
跡
を
残
し
た
３
・

11
東
日
本
大
震
災
か
ら
、
早
い
も

の
で
２
カ
月
。
Ｍ
９
・
０
の
巨
大

地
震
で
わ
が
町
も
震
度
５
強
を
観

測
し
、
停
電
の
脅
威
と
津
波
の
高

さ
８
㍍
超
と
い
う
悪
夢
の
よ
う
な

現
実
を
体
験
し
た
。

　

し
か
し
、
地
元
行
政
区
や
漁
業

部
会
が
総
出
で
協
力
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
支
援
も
受
け
て
、
が
れ
き

等
の
撤
去
か
ら
分
別
作
業
ま
で
迅

速
に
進
み
、
復
興
に
か
け
る
強
い

意
気
込
み
を
感
じ
た
。
こ
れ
は
、

協
働
と
自
主
防
災
意
識
の
成
果
で

も
あ
り
、
今
後
は
地
元
の
意
向
を

踏
ま
え
、
早
い
復
興
に
向
け
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
国
か
ら
大
島
副
総
裁
や

岡
田
幹
事
長
、
田
名
部
政
務
官
、

県
か
ら
三
村
知
事
や
青
山
、
蝦
名

両
副
知
事
、
県
議
会
特
別
委
員
会

の
方
々
が
来
町
、
被
災
現
場
を
視

察
さ
れ
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
緊
急

要
望
に
は
速
や
か
に
対
応
し
て
い

た
だ
き
、
ま
た
今
後
の
支
援

に
つ
い
て
も
具
体
的
に
聞
い

て
い
た
だ
い
た
。

　

日
常
い
か
に
恵
ま
れ
た
環

境
に
い
た
か
自
省
し
つ
つ
、

こ
の
大
震
災
か
ら
数
多
く
の

教
訓
を
学
ん
だ
。
課
題
は
こ

れ
か
ら
で
あ
る
。
ハ
マ
の
再

生
も
、
旧
来
型
の
原
状
復
旧

で
は
な
く
、
将
来
の
発
展
に

つ
な
が
る
組
織
再
編
を
し
、

今
こ
そ
人
材
、
英
知
の
結
集

が
必
要
だ
と
思
う
。

「階上のハマをよろしく」三村知事にしっかりと
要望を説明（4月12日/大蛇漁港）　　　　　　　

こ
ん
に
ち
は
！
町
長
室
で
す
⑭

階
上
町
長

　
浜
谷
豊
美

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
２
カ
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
ハ
マ
の
再
生
に
む
け
て
～

（広告） （広告）

おなか－
マイナス

２cm倶楽部
参加者募集

　糖尿病などの生活習慣病予防のため、おなか回り

マイナス2㌢を目指して、一緒に運動を始めてみま

せんか。

　体に負担の少ないストレッチから、少しずつ無理

なく行います。

■日程
　5月23日～ 8月8日の毎週月曜日（計12回）
　13:45 ～ 15:30
　（7/18は、祝日のため7/19（火）に開催します）
■場　所　石鉢ふれあい交流館
■参加費　各回200円（トレーニングルーム使用料）
■持ち物　室内用運動靴、バスタオル、飲み物
■締め切り　5月16日（月）
� 【問・申】保健福祉課�健康増進グループ　
� ☎88-2162

住宅用太陽光発電システムの

設置費を補助します

■対象者・条件
　自ら居住（予定）する住宅に対象システムを設
置する個人で、電灯契約をしている人。町税等を
滞納していない人。
■対象となるシステム（①～③を全て満たすこと）
　①最大出力が10KW未満の太陽光発電システム
②太陽光発電普及拡大センター（J-PEC）に登録
されている③未使用品の設備（中古品は対象外）
■補助金額
　太陽電池モジュールの公称最大出力1KWあたり
35,000円で4KW（上限140,000円）まで。
■補助件数
　約20件。（先着順で予算の範囲内）
■募集期間　24年2月29日（水）まで。
■その他　
　１人１回のみの申請です。詳しくは「階上町住
宅用太陽光発電システム設置費補助金交付要綱」
をご覧ください。
 （町ホームページに
も掲載しています。
お知らせ→各課から

のお知らせ）

【問】町民課�戸籍住民グループ　☎88-2119
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納税には便利な口座振替をご利用ください

■口座振替できる町税等
　軽自動車税、固定資産税、町県民税、国民健康
保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険料
■申し込み
　取扱金融機関に口座振替申込用紙と預貯金通帳
使用印鑑、納税通知書を持参し、お申し込みくだ
さい。
※各納期の前月末日までにお申し込みください。（固
定資産税は第2期分からの開始）

■取扱金融機関
　青森銀行（本・支店）、青い森信用金庫、みち
のく銀行（八戸市内）、八戸農業協同組合階上支店、
青森県信用漁業協同組合連合会（階上代理店）、
ゆうちょ銀行

【問】町民課�税務グループ　☎88-2114

固定資産税(第1期)の納期限です
■税を納める人（納税義務者）
　毎年1月1日現在に固定資産を所有している人。
（固定資産の課税台帳等に所有者として登録され
ている人）
■納付方法
　町から送付される「納税通知書」で納付ください。
■免税点
　所有する土地、家屋、償却資産のそれぞれの課
税標準額が、次の金額に満たない場合は課税され
ません。

土地30万円、家屋20万円、償却資産150万円

� 【問】町民課�税務グループ　☎88-2129

5月31日火
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ふるさとを遠く離れ、首都圏などで

頑張っている方を紹介していきますお久しぶりです
～ふるさとへのメッセージ～

　このたびの東北地方太平洋沖地震では大変な被害に
あわれ、お見舞い申し上げます。一日も早い復興をお
祈りします。
　さて、高校卒業と同時にわがふるさと階上を離れ34
年が経ちました。思えば子供の頃は、榊浜でウニやア
ワビが好きなだけ食べられて、いつも新鮮な海の幸を
食べていた当時を懐かしく感じております。
　今は東京・新宿に本社がある会社に勤務しており、
税理士や公認会計士に対して税務申告するためのコン
ピューターシステムを開発し販売しております。また、
元Ｊリーグで活躍したラモス瑠偉氏、カズこと三浦知
良氏の出身である、「東京ヴェルディ」のユニホームス
ポンサーをしながら、スポーツを通じての社会貢献活
動（ＣＳＲ活動）もしております。
　また、昨年11月に設立した、“ふるさとはしかみ会”
の東京事務局を担当させて頂いており、今回階上で被
災された方への義援金の募集や、これからの階上のた
めに何ができるかいろいろ皆さんで知恵を出し合い、
階上のためにお役にたてればと思っております。

４

濱
はま

谷
や

 博
ひろ

通
みち

さん（52歳）

神奈川県横浜市在住（榊出身）
ふるさとはしかみ会事務局長

（写真）勤務先の株式会社ミロク情報サービ
ス本社受付にて

ふるさとはしかみ会の活動内容はホーム
ページをご覧ください（町ホームページ
からもリンクしています）

http://www.hashikami.info/

◇「ふるさとはしかみ会」の会員を募集しています◇

　町出身者、ゆかりのある方、階上町を故郷とおもう方ならどなたでも入会できます。関東圏域にお住ま
いのご家族、知人などへお知らせください。（交流会、会報発行、会員の活動状況の紹介などを行います）

【問】総務課総務グループ　☎88-2112

図書室だより 今月のおすすめ本
■ハートフルプラザ・はしかみ　☎88-2522

■道仏公民館　☎89-2110

『口語訳�即興詩人』
文語訳�森鴎外・口語訳�安野光雅

山川出版社

『一刀斎夢録』
浅田次郎　著／文藝春秋

文学史上最後の文語文といわれて
いる森鴎外の雅文「即興詩人」（ア
ンデルセン作）。安野光雅が5年の
歳月をかけて完成させ、現代によ
みがえる19世紀の恋と青春の物語。

新選組三番隊長・斎藤一。鳥羽伏見、
甲州、会津。そして死に場所を求め、
男は西南戦争へ。血風録の中心に
あった男が語る、幕末維新と寄る
辺ない少年の運命。

■石鉢ふれあい交流館　☎80-1671

『6わのからす』
レオ・レオーニ�著／あすなろ書房

　敵だと思い込んでいた相手と
だって、ちゃんと話せばわかり
あえる！ 6わのからすと農夫の
お話から大切なことをやさしく
教えてくれる、レオ・レオーニ
の名作絵本。

■貸出時間■
　○ハートフルプラザ・はしかみ
　　9 ～ 19時（月～土、日・祝日）
　○道仏公民館　
　　9 ～ 17時（月～金）※土曜は15時まで
　○石鉢ふれあい交流館
　　9 ～ 19時（火～土、日・祝日）

本を借りるには図書貸出券が必要です。（発行無料・
身分証明証持参）
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国
の
行
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が
行
な
う
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事
に
つ
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て
の
苦
情
や
意
見
・
要
望
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あ
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ま
せ
ん
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。

　

行
政
相
談
員
が「
無
料
」で「
秘

密
を
厳
守
」
し
、
親
身
に
な
っ
て

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

■
町
の
行
政
相
談
員

・
森　

由
美
子

�

☎
（
８
９
）
２
４
２
１

・
浜
谷
三
枝
子

�

☎
（
８
９
）
２
０
２
０

■
相
談
日

　

第
３
火
曜
日
、
13
時
～
15
時

　

５
月
の
相
談
は
、
５
月
17
日

（
火
）
で
す

■
場
所　

ハ
ー
ト
フ
ル
プ
ラ
ザ
・

は
し
か
み

■
そ
の
他　

相
談
は
手
紙
や
電
話

で
も
受
け
付
け
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

総
務
課
総
務
グ
ル
ー
プ

�

☎
（
８
８
）
２
１
１
２

■
期
日　

６
月
３
日
（
金
）

　
　
　
　

13
時
～
15
時

■
場
所　

ハ
ー
ト
フ
ル
プ
ラ
ザ
・

は
し
か
み

■
相
談
担
当
者　

根
岸
龍
典
委

員
、
坂
下
武
治
委
員
、
久
保
和
子

委
員
、
谷
川
保
博
委
員
、
渡
部
和

子
委
員

【
問
い
合
わ
せ
】

　

町
民
課
戸
籍
住
民
グ
ル
ー
プ

�

☎
（
８
８
）
２
１
１
９

■
相
談
内
容　

土
地
・
建
物
の
登

記
、
土
地
の
境
界
争
い
、
遺
産
相

続
、
戸
籍
の
取
り
扱
い
、
国
際
結

婚
、
国
籍
の
取
り
扱
い
、
家
賃
等

の
供
託
、
借
地
・
借
家
、
遺
言
、

近
所
等
の
ト
ラ
ブ
ル
、
セ
ク
シ
ャ

ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
子
ど
も
の
い

じ
め
や
体
罰
問
題
な
ど
。

■
開
設
日　

６
月
４
日
（
土
）

　
　
　
　
　

10
時
～
16
時

■
場
所　

青
森
地
方
法
務
局
八
戸

支
局
（
八
戸
市
根
城
９
丁
目
13
‐

９
）

■
相
談
担
当
者　

司
法
書
士
、
土

地
家
屋
調
査
士
、人
権
擁
護
委
員
、

法
務
局
職
員

■
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

青
森
地
方
法
務
局
八
戸
支
局
総

務
課�

☎
（
２
４
）
３
３
５
１

　

毎
年
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
ご

協
力
い
た
だ
い
て
い
る
「
花
い
っ

ぱ
い
運
動
」
で
は
、今
年
度
か
ら
、

花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま

す
。
町
か
ら
配
布
す
る
花
（
マ
リ

ー
ゴ
ー
ル
ド
）
を
元
に
し
て
、
自

由
な
発
想
と
ア
イ
デ
ィ
ア
あ
ふ
れ

る
花
壇
で
〝
花
い
っ
ぱ
い
〟
の
美

し
い
町
、
住
み
よ
い
町
に
し
ま
し

ょ
う
。

■
参
加
資
格

　

行
政
区
、
そ
の
他
団
体
、
学
校

■
申
し
込
み

　

６
月
20
日
（
月
）
ま
で
に
、
参

加
申
込
書
と
花
壇
の
写
真
を
添
え

て
企
画
財
政
グ
ル
ー
プ
に
提
出
く

だ
さ
い
（
申
込
書
は
、
企
画
財
政

グ
ル
ー
プ
で
配
布
ま
た
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。）

■
審
査
時
期　

７
月
中
旬（
予
定
）

■
表
彰
・
発
表

　

町
民
文
化
祭
で
入
賞
３
団
体
の

表
彰
お
よ
び
入
賞
花
壇
の
写
真
を

展
示
し
ま
す
。（
写
真
は
返
却
し

ま
せ
ん
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　

総
務
課
企
画
財
政
グ
ル
ー
プ

�

☎
（
８
８
）
２
１
１
３

お知らせ Information 

相談

相談

相談

募集

困
っ
た
と
き
は
相
談
を

行
政
相
談
を
ご
利
用
く

だ
さ
い

法
務
局
な
ん
で
も
相
談

所

特
設
人
権
相
談
所

花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
参
加

団
体
募
集

階上町職員を募集します
「
臥
牛
山
ま
つ
り
」「
い
ち
ご
煮
祭
り
」
中
止
の
お
知
ら
せ

　
こ
の
た
び
の
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
諸
般
の
事
情
を
考
慮
し
、
６

月
４
日
、
５
日
に
予
定
し
て
い
た
「
臥
牛
山
ま
つ
り
」
お
よ
び
７
月
下

旬
に
予
定
し
て
い
た
「
い
ち
ご
煮
祭
り
」
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　
ご
理
解
と
ご
了
承
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

�

【
問
】
産
業
振
興
課　

☎
（
８
８
）
２
１
１
６

■受験手続
　階上町職員採用試験申込書を総務課に提出してください。募集要項は町ホームペー
ジにも掲載しています。http://www.town.hashikami.lg.jp
� 【申・問】総務課�総務グループ　☎88-2112

■募集概要

※2次試験は、1次試験合格者に追って通知します。

種類 区分 募集 受験資格 1次試験 受付期間

上級
行　政
大学卒業
程度

4名
程度

昭和57年4月2日から平成2年4
月1日までに生まれた人で、大
学を卒業または24年3月31日ま
でに卒業見込みの人

7月24日（日）
青森市

教養試験・専門
試験・適正検査

5/17（火）
～ 6/8（水）

初級
行　政
高校卒業
程度

2名
程度

平成2年4月2日から平成6年4月
1日までに生まれた人で、高校
を卒業または24年3月31日まで
に卒業見込みの人

9月18日（日）
青森市

教養試験・適正
検査

7/1（金）
～7/29（金）
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食
料
自
給
率
の
向
上
と
農
業
の

再
生
を
目
指
し
た
、「
農
業
者
戸

別
所
得
補
償
制
度
」
の
申
請
の
受

け
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
対
象
を
拡
大

　

昨
年
度
実
施
し
た
モ
デ
ル
対
策

に
続
き
、
新
た
に
畑
作
物
に
も
対

象
を
拡
大
し
て
い
ま
す
。

■
申
請
期
限　

６
月
30
日
（
木
）

■
詳
し
く
は
、
東
北
農
政
局
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
左
記

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

青
森
農
政
事
務
所
地
域
第
二
課

�

☎
（
２
９
）
２
１
１
３

　

階
上
町
水
田
農
業
推
進
協
議
会

�

（
産
業
振
興
課
内
）

�

☎
（
８
８
）
２
１
１
６

　

農
業
振
興
地
域
内
の
農
用
地

（
田
・
畑
な
ど
）
で
、
緊
急
性
が

あ
り
具
体
的
な
事
業
計
画
の
あ
る

人
の
農
振
除
外
に
つ
い
て
、
申
出

書
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

た
だ
し
、法
律
要
件
（
農
振
法
）

を
満
た
す
必
要
が
あ
る
た
め
、
必

ず
し
も
除
外
許
可
に
な
る
と
は
限

り
ま
せ
ん
。

■
申
請
期
限　

６
月
30
日
（
木
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

産
業
振
興
課
産
業
振
興
グ
ル
ー
プ

�

☎
（
８
８
）
２
１
１
６

　

７
月
24
日
で
ア
ナ
ロ
グ
放
送
が

終
了
し
ま
す
。
お
早
め
に
地
デ
ジ

視
聴
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
地
デ
ジ
が
良
好
に
受
信
で
き
な

い
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い

　

地
形
な
ど
の
影
響
に
よ
り
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
を
良
好
に
受
信
で

き
な
い
地
区
は
、「
新
た
な
難
視

地
区
」
と
し
て
、
衛
星
放
送
の
視

聴
や
、
共
同
ア
ン
テ
ナ
で
の
視
聴

な
ど
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

　
「
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
映
ら

な
い
」「
視
聴
す
る
た
め
に
何
を

す
れ
ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
」
と

い
う
人
は
、
デ
ジ
サ
ポ
青
森
ま
た

は
総
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

■
低
所
得
者
世
帯
へ
の
支
援

［
対
象
］
①
生
活
保
護
世
帯
な
ど

で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
が
全
額
免

除
の
世
帯
②
世
帯
員
全
員
が
市
町

村
民
税
非
課
税
の
世
帯

［
内
容
］
簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー
（
１

台
）
の
無
償
給
付

　

詳
し
く
は
、
総
務
グ
ル
ー
プ
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

デ
ジ
サ
ポ
青
森

�

☎
０
１
７
（
７
７
１
）
１
０
１
０

　

総
務
課�

総
務
グ
ル
ー
プ

�

☎
（
８
８
）
２
１
１
２

　

八
戸
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で

は
、
こ
の
た
び
、
東
日
本
大
震
災

の
被
災
者
に
家
具
類
の
無
償
提
供

を
行
っ
て
い
る
た
め
、
６
月
開
催

予
定
し
て
い
た
再
生
品
提
供
を
中

止
し
ま
す
。
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

八
戸
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

�

☎
（
７
０
）
２
３
９
６

お知らせ Information 

農業農業

リサイクル

地デジ

農
業
者
戸
別
所
得
補
償

制
度
交
付
申
請

農
振
除
外
申
請
（
前
期
分
）

の
受
け
付
け
を
し
ま
す

６
月
の
再
生
品
提
供
を

中
止

地
デ
ジ
の
準
備
は
お
済

み
で
す
か

今年も開国！

６月14日（火） 18:30 ～

学びの王国！はしかみキャンパス 公開講演会

「食べること生きること」

南極料理人 西村　淳 氏
　第38次南極観測隊員。任務は地球上最も過酷といわれる平均気温マイ
ナス57℃の南極大陸にある「ドームふじ基地」（標高3,810㍍）で越冬す
る隊員達の食事を用意すること。特殊な環境の中で飽きのこない食事を作
ることに奮闘した体験を語ります。
　著書『面白南極料理人』はその毎日を綴った爆笑エッセイ。その他に『身
近なもので生き延びろ～知恵と工夫で大災害に勝つ～』など。

■場所：ハートフルプラザ・はしかみ
■入場：無料
■託児室を設置します。事前にご連絡ください。
■18:15から開国式を行います。

はしかみキャンパスの全講座内容・申し込み
は広報6月号に配布するチラシ・町ホームペー
ジ（5月下旬掲載予定）をご覧ください。

【問】教育課�社会教育グループ　☎88-2698
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■
歩
行
者
の
皆
さ
ん
へ

　

早
朝
、
夕
暮
れ
、
夜
間
に
は
明

る
い
色
の
服
装
を
心
が
け
反
射
材

を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

■
自
転
車
利
用
の
皆
さ
ん

　

自
転
車
は
「
車
両
」
で
す
。
信

号
を
守
り
、
一
時
停
止
標
識
の
あ

る
場
所
や
見
通
し
の
悪
い
交
差
点

は
必
ず
止
ま
っ
て
安
全
確
認
。

　

22
年
の
山
菜
採
り
の
遭
難
状
況

は
、
23
件
発
生
、
遭
難
者
29
人
で

し
た
。（
死
者
４
人
）

■
運
動
の
重
点

・
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

・
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

・
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い

着
用
の
徹
底

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

■
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
へ

　

横
断
歩
道
近
く
は
止
ま
れ
る
速

度
に
減
速
し
、
歩
行
者
の
有
無
を

よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

事件は110番へ
階上交番　☎88-2022
田代駐在所　☎88-2110

火事は119番へ
消防本部　☎44-2135
階上分署　☎88-2105

　

３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
北
地

方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
り
、
大
津

波
が
発
生
し
、
多
く
の
人
や
家
屋

な
ど
が
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し

た
。
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た

め
に
は
、
皆
さ
ん
の
協
力
が
不
可

欠
で
す
。

　

災
害
に
備
え
、
も
う
一
度
「
避

難
経
路
、
避
難
所
の
確
認
」
と
、

「
近
隣
住
民
と
の
協
力
体
制
」
を

徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

■
地
震
に
対
す
る
10
の
備
え

①
家
具
類
の
転
倒
・
落
下
防
止
を

し
て
お
こ
う
。

②
け
が
の
防
止
対
策
。（
ス
リ
ッ

パ
や
靴
を
用
意
。
懐
中
電
灯
は
す

ぐ
使
え
る
場
所
に
置
く
）

③
家
屋
や
塀
の
強
度
を
確
認
。

④
消
火
の
備
え
を
し
て
お
く
。（
消

火
器
の
確
認
、
風
呂
の
水
の
汲
み

置
き
な
ど
）

⑤
火
災
の
早
期
発
見
と
防
止
対
策

を
し
て
お
く
。（
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
な
ど
）

⑥
非
常
用
品
を
備
え
て
お
こ
う
。

⑦
家
族
で
話
し
合
っ
て
お
こ
う
。

（
初
期
消
火
の
役
割
分
担
、
離
れ

離
れ
に
な
っ
た
場
合
の
確
認
方
法

や
集
合
場
所
を
決
め
る
な
ど
）

⑧
地
域
の
危
険
性
を
把
握
し
て
お

こ
う
。

⑨
防
災
訓
練
に
参
加
す
る
な
ど
、

防
災
行
動
力
を
高
め
て
お
こ
う
。

⑩
防
災
の
正
し
い
知
識
を
身
に
つ

け
、
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
よ
う
。

　

災
害
の
影
響
で
、
加
入
電
話
・

携
帯
電
話
か
ら
の
１
１
９
番
通
報

が
つ
な
が
り
に
く
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

①
各
電
話
の
通
話
状
況
を
確
認
。

②
つ
な
が
ら
な
い
場
合
は
最
寄
り

の
消
防
署
、
ま
た
は
役
場
、
交
番

な
ど
に
駆
け
つ
け
ま
し
ょ
う
。

山
菜
採
り
の
遭
難
を　

　
　
　
　

防
止
し
よ
う

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

 

５
月
11
日
～
20
日

地
震
に
対
し
て

　
　

備
え
て
お
く
こ
と

災
害
時
の
１
１
９
番
通
報

●平成23年階上町交通事故発生状況

3月31日現在 前年同期比増減

発生件数 11 +4

死　　者 0 ±0

傷 者 数 13 +4

死亡事故ゼロ連続日数　1308日

交 番 情 報消 防 情 報

■
22
年
山
菜
採
り
遭
難
の
特
徴

・
タ
ケ
ノ
コ
採
り
の
遭
難
が
多
発

�

（
遭
難
者
の
約
７
割
）

・
高
齢
者
の
遭
難
が
多
発
（
遭
難

者
の
約
６
割
）

・
遭
難
の
原
因
は
道
迷
い
が
圧
倒
的

■
遭
難
防
止
の
た
め
に

・
行
き
先
を
告
げ
て
無
理
を
し
な
い
。

・
万
一
迷
っ
た
ら
歩
き
回
ら
ず
救

助
隊
を
待
つ
。

　

１
月
に
青
森
県
山
岳
遭
難
防

止
対
策
協
議
会
の
支
部
が
、
県

下
18
警
察
署
全
て
に
設
立
さ
れ
、

遭
難
防
止
活
動
な
ど
が
強
化
さ

れ
ま
し
た
。

【非常用品】
飲料水、食料品、携帯ラジオ、
衣類、履物、簡易ガスコンロ、
マッチやライター、貴重品、
懐中電灯、電池、ろうそく、
救急セット、筆記用具、雨
具（防寒）
ティッシュ
ペーパーなど
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＜264＞

コ
キ
ン
バ
イ
（
ば
ら
科
）

　

山
の
林
の
ひ
ら
け
た
と
こ
ろ
に

自
生
す
る
。

　

五
月
か
ら
六
月
に
、
黄
色
で
五

弁
の
小
さ
な
花
を
つ
け
る
。
直
径

は
二
㌢
ぐ
ら
い
で
、
五
弁
の
花
び

ら
は
、
幅
広
く
先
が
丸
い
の
が
多

い
。
根
茎
は
細
く
地
を
這
い
、
葉

は
三
小
葉
か
ら
な
り
、
表
裏
に
も

毛
が
あ
る
。
高
さ
は
十
～
二
十
㌢

ぐ
ら
い
。

　

名
前
は
、
花
が
黄
色
く
、
形
が

梅
の
花
に
似
て
い
て
、
草
姿
が
小

さ
い
こ
と
か
ら
コ
キ
ン
バ
イ
（
小

金
梅
）
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

同
属
は
な
い
が
、
よ
く
似
た
も

の
に
、
ヘ
ビ
イ
チ
ゴ
、
キ
ジ
ム
シ

ロ
の
仲
間
が
あ
る
。

　

北
海
道
と
本
州
中
部
以
北
に
分

布
す
る
。

花は金色で梅の花に似る

◇209◇

飢
饉
と
百
姓
蜂
起
（
二
十
）

　

雪
、
海
辺
は
山
中
よ
り
薄
し
。

因よ
っ

て
海
辺
へ
出
で
て
鹿
を
打
チ
父

は
馬
を
引
き
て
駄だ

し
て
帰
る
、
若も

シ
賊
の
為
メ
馬
を
取
ら
れ
鹿
を
取

ら
れ
父
を
害
せ
ら
る
ゝ
に
も
至
り

て
は
と
思
ひ
家
の
辺
り
迄ま

で

父
を
送

り
て
又ま

タ
行
ひ
て
は
鹿
を
打
ツ
。

　

あ
る
時
是
レ
よ
り
二
十
里
東
シ
、

さ
ぶ
ら
い
浜
と
申
す
所
を
鹿
を
負

ふ
て
行
き
過
ぎ
け
る
に
、
す
す
が

や
の
雪
の
上
に
こ
ぼ
れ
て
有
る
を

飢
人
取
り
集
め
て
屍
の
股
の
所
を

そ
ぎ
噛
ミ
て
居
り
け
る
が
私
の
通

る
を
見
て
火
中
へ
投
げ
て
ぞ
あ
り

け
る
。
あ
る
里
に
て
は
、
餓
死
せ

る
家
に
至
り
屍
を
我
レ
に
賜
へ
、

我
が
母
餓
死
の
後
に
返
へ
す
べ
し

と
云
ひ
て
乞
ひ
求
メ
つ
る
事
有
り

し
と
ぞ
承

う
け
た
まハ
る
。
狩
人
は
其
ノ
年

飢
を
救
ふ
の
ミ
か
金
に
も
成
る
程

也
、
鹿
の
価あ

た

へ
二
貫
よ
り
四
貫
文
、

皮
斗

ば
か
り

も
四
、
五
百
文
致
せ
り
、
壱

人
に
て
鹿
を
得
る
に
二
百
或
は
三

百
に
及
べ
り
と
語
る
。
平
助
今
歳

六
十
二
、
其
妻
全

ま
っ
と
うし
、
久
右
衛
門

三
十
二
歳
、
妻
と
三
歳
の
男
子
有

り
、
久
右
衛
門
兄
平
七
、
年
三
十

八
妻
と
四
歳
の
男
子
有
り
、
是
レ

は
別
家
す
。
父
母
兄
弟
和
睦
の
体て

い

也
。
今
朝
八
日
町
幸
助
語
る
に
、

湧
谷
源
左
衛
門
、
琥
珀
を
掘
始
る

時
に
昔
シ
掘
た
る
穴
有
り
、
是
を

尋
ぬ
る
に
小
久
慈
上か

み

中
村
の
山
伏

と
其
村
の
老
人
と
三
百
年
斗
り
以

前
に
琥
珀
を
掘
り
し
伝
へ
有
り
、

彼か

ノ
山
伏
の
掘
り
始
め
た
る
時
も

其
ノ
古

い
に
し
へ
掘
り
た
る
穴
有
り
し
と

伝
ふ
、
是
レ
よ
り
北
の
方
二
十
里

斗ば
か
りの

山
に
上
古
の
穴
あ
り
是
レ
は

年
数
知
れ
ず
、
山
の
字あ

ざ

に
朝
鮮
坂
」、

「
う
ん
き
や
う
の
間ま

」
抔な

ど

有
れ
は

朝
鮮
国
よ
り
来き

た

り
て
掘
り
取
り
し

跡
か
も
知
ら
す
と
存ぞ

ン
ず
、
あ
る

学
医
の
語
ら
れ
し
に
、
唐
の
書
に

日
本
よ
り
琥
珀
の
渡
り
た
る
事
を

載
せ
て
有
り
と
承

う
け
た
まハ
れ
は
年
久
し

く
掘
り
し
事
と
覚お

ぼ

ゆ
。
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５月
16 月 燃やせないごみ収集日（全地区）

17 火

燃やせるごみ収集日（中央・西部地区）

粗大ごみ収集日（東部地区）

合同相談（ハートフルプラザ　13:00 ～ 15:00）

教育相談（ハートフルプラザ小会議室　13:00 ～ 16:00）

夜間納税相談（町民課税務グループ�17:30 ～ 19:30）

18 水
空缶・空ビン・ペットボトル収集日（全地区）

新聞紙・段ボール収集日（全地区）

19 木
燃やせるごみ収集日（東部地区）

粗大ごみ収集日（中央・西部地区）

ポリオ予防接種（小松内科　受付13:00~13:30）

20 金
燃やせるごみ収集日（蒼前西地区）

青森県知事選挙期日前投票（役場１階、8:30

～ 20:00、～ 6月4日）

21 土
22 日 剣道クラブ（町民体育館�10:00 ～ 12:00）

23 月 燃やせないごみ収集日（全地区）

24 火
燃やせるごみ収集日（中央・西部地区）

民俗資料収集館開放日（9:00 ～ 16:00）

夜間納税相談（町民課税務グループ�17:30 ～ 19:30）

25 水

空缶・空ビン・ペットボトル収集日（全地区）

雑誌・チラシ・古布・紙箱・包装紙・紙袋収集日（全地区）

1歳6カ月児健康診査（H21.9.1 ～ 11.30生まれ、

ハートフルプラザ12:30 ～ 14:30）

26 木
燃やせるごみ収集日（東部地区）

ポリオ予防接種（小松内科　受付13:00~13:30）

27 金 燃やせるごみ収集日（蒼前西地区）

28 土 運動会（石鉢小）

29 日
運動会（階上、赤保内、道仏、大蛇、小舟渡小）

剣道クラブ（町民体育館�10:00 ～ 12:00）

30 月 燃やせないごみ収集日（全地区）

31 火
燃やせるごみ収集日（中央・西部地区）

夜間納税相談（町民課税務グループ�17:30 ～ 19:30）

固定資産税第1期納期限

６月

1 水
空缶・空ビン・ペットボトル収集日（全地区）

新聞紙・段ボール収集日（全地区）

2 木
燃やせるごみ収集日（東部地区）

ポリオ予防接種（小松内科　受付13:00~13:30）

3 金
燃やせるごみ収集日（蒼前西地区）

特設人権相談所（ハートフルプラザ�13:00 ～ 15:00）

4 土 スポ少軟式野球三戸郡予選会（南部町主会場）

5 日
青森県知事選挙（各投票所7:00 ～ 20:00）

剣道クラブ（町民体育館�10:00 ～ 12:00）

6 月 燃やせないごみ収集日（全地区）

7 火
燃やせるごみ収集日（中央・西部地区）

夜間納税相談（町民課税務グループ�17:30 ～ 19:30）

8 水
空缶・空ビン・ペットボトル収集日（全地区）

雑誌・チラシ・古布・紙箱・包装紙・紙袋収集日（全地区）

9 木 燃やせるごみ収集日（東部地区）

10 金 燃やせるごみ収集日（蒼前西地区）

11 土
三戸郡総合体育大会（新郷村主会場、～ 12日）

スポ少軟式野球三戸郡予選会（南部町主会場）

12 日 剣道クラブ（町民体育館�10:00 ～ 12:00）

13 月 燃やせないごみ収集日（全地区）

14 火

燃やせるごみ収集日（中央・西部地区）

民俗資料収集館開放日（9:00 ～ 16:00）

夜間納税相談（町民課税務グループ�17:30 ～ 19:30）

はしかみキャンパス公開講演会（南極料理人�

西村淳氏、18:30、ハートフルプラザ）

15 水
空缶・空ビン・ペットボトル収集日（全地区）

新聞紙・段ボール収集日（全地区）
カレンダーの内容は町ホームページにも掲載しています。（お知らせ→行事予定）

5月16日㈪～ 6月15日㈬

ごみ収集日の地区区分

中央・　
西部地区

石鉢、蒼前、野場中、角柄折、金山沢、田代

晴山沢、平内、鳥屋部、赤保内、耳ケ吠西

東部地区
耳ケ吠東、荒谷、大蛇、追越、榊、駅前

道仏、小舟渡

○ごみは、必ず透明な袋に入れて出してください。
〇ごみは、収集日

4 4 4

に、自分の住んでいる地域のごみ
収集所へ、朝8時までに出してください。

〇ごみの量や交通事情などにより同じ時間に収集車
が来るとは限りません。



　階上町教育委員会は、3月24日、平野建悟さん（石鉢）所有
の「平野家のサイカチ」1株と町が所有する明治時代の絵地図「陸
奥国三戸郡第九大区四小区地引図」9枚を新たに町指定文化財
として指定しました。町指定の文化財は、平成20年3月21日
に12件指定されており、今回の指定で、14件となりました。
　4月5日、役場教育長室で指定書交付式が行われ、サイカチ
所有者の平野さんに、川浪孝雄教育長より指定書が交付され
ました。平野さんは「代々守り続けてきた木が町指定文化財
に指定されて大変うれしい。これからも守り続け、大勢の人
に見に来てもらいたい」と喜びを語りました。

町の貴重な文化財を指定
階上町指定文化財、新たに２件を指定

川浪教育長より指定書を手渡される平野さん

平野家のサイカチ　階文記第二号 陸
むつこくさんのへぐんだいきゅうだいくよんしょうくちひきず

奥国三戸郡第九大区四小区地引図
【種別】記念物　天然記念物
【寸法】幹周：約6.4㍍、樹高：約15㍍
【推定樹齢】約800年
　マメ科の落葉高木。主幹が朽ちているもの
の2本の新しい幹が両側から伸び、主幹を支
えている。23年3月時点の環境省データベー
スでは岩手県藤沢町（幹周6.6㍍）、山形県山
形市（同6.5㍍）に次ぎ全国3位に登録。
　さやは水を浸してもむことで石鹸のような
作用をなし、汚れを落とすため、平野家では
洗髪や食器洗いの洗剤として使われていた。

【種別】有形文化財　歴史資料（史料）
【寸法】角柄折村（縦352㌢　横273㌢）
【素材】全て紙本。紙張り合わせで裏打ちのあるもの、ない

ものがある。
　明治6（1873）年3月、大区、小区制実施にともない、青
森県が区画されて統治された際につくられたと考えられる。
　地図は大判で角柄折村、晴山沢村、田代村、平内村、鳥屋
部村、赤保内村、野沢村、道仏村（追越・大蛇分）、道仏村（小
舟渡・道仏分）の町内8村分の大地図。（写真は角柄折村）
　この時期の古地図が現存しているのは珍しく、南部地域は
もとより町の歴史を確認する意味で重要な歴史資料である。

階文有第十号


